
【
校
章
】

【
校
歌
】

一　

高
志
台 

わ
れ
ら
仰
が
む

　
　

技
術

　
　

明め
い
せ
き晰

に
し
て
深
き
も
の

　
　

長
岡
高
専 

わ
れ
ら
仰
が
む

　
　

東
山 

つ
ら
な
り
立
ち
て

　
　

霜
く
だ
る
あ
か
つ
き
の
空

　
　

 

月つ
き

冠
か
ん
む
り

と
か
か
り
た
り

二　

高
志
台 

わ
れ
ら
望
ま
む

　
　

科
学

　
　

精せ
い
け
い詣

に
し
て
厚
き
も
の

　
　

長
岡
高
専 

わ
れ
ら
望
ま
む

　
　

信
濃
川 

下
る
を
息や

め
ず

　
　

耕
し
て
長は

る

か
な
る
岸

　
　

露つ
ゆ

閃せ
ん
せ
ん々

と
光
り
た
り

三　

高
志
台 

わ
れ
ら
誇
ら
む

　
　

工
業

　
　

綜
合
に
し
て
勁つ

よ

き
も
の

　
　

長
岡
高
専 

わ
れ
ら
誇
ら
む

　
　

新
し
き
炎
の
こ
こ
ろ

　
　

生
み
な
さ
む
未
来
の
世
代

　
　

わ
が
胸

き
ょ
う

底て
い

は
そ
こ
に
あ
り

作
詞　

宮　
　

柊
二

作
曲　

小
松　
　

清

　

本
校
の
校
章
は
、
前
身
の
国
立
長
岡

工
業
短
期
大
学
の
校
章
の
図
案
を
受
け

継
い
で
い
ま
す（「
高
専
」の
部
分
に「
工

大
」
の
文
字
が
あ
っ
た
）。
短
大
の
校

章
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
六

年
十
月
四
日
の
こ
と
で
、
作
者
は
電
気

工
学
科
学
生
の
寺
島
正
輝
で
し
た
。
図

案
は
、
当
時
存
在
し
た
三
学
科
を
象
徴

的
に
表
現
し
た
も
の
で
、
外
側
の
歯
車

が
機
械
科
を
、
電
動
機
の
ポ
ー
ル
が
電

気
科
を
、
原
子
構
造
を
意
味
す
る
点
の

あ
る
線
輪
が
工
業
化
学
科
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

作
詞
者
の
宮
柊
二
（
一
九
一
二
〜

一
九
八
六
）
は
、
新
潟
県
魚
沼
郡
堀
之

内
町（
現
・
魚
沼
市
）生
ま
れ
の
歌
人
。

昭
和
二
十
八
年
、「
コ
ス
モ
ス
」
を
創

刊
し
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
日
本
藝
術

院
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

作
曲
者
の
小
松
清
（
一
八
九
九
〜

一
九
七
五
）
は
、
秋
田
県
生
ま
れ
の
フ

ラ
ン
ス
文
学
者
・
音
楽
評
論
家
・
作
曲

家
。東
京
帝
国
大
学
仏
文
科
を
卒
業
し
、

の
ち
に
東
大
教
授
・
東
京
芸
大
教
授
・

東
海
大
教
授
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

校
歌
の
作
詞
・
作
曲
が
完
成
し
た
の

は
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
の
こ
と
で
、

第
一
回
高
志
祭
の
最
中
の
六
月
四
日

に
校
歌
の
発
表
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月

二
十
七
日
に
宮
・
小
松
両
氏
が
招
待
さ

れ
、
改
め
て
演
奏
発
表
会
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
両
氏
が
校
歌
を
作
詞
・
作
曲

し
た
学
校
と
し
て
、
新
潟
県
立
見
附
高

校
・
中
越
高
校
（
私
立
、
長
岡
市
）・

北
越
高
校
（
私
立
、
新
潟
市
）
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
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【
ロ
ゴ
マ
ー
ク
】

　

本
校
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
募
を
行
い
、二
五
六
件
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
最
終
選
考
が
行
わ
れ
、
本
校

機
械
工
学
科
一
年
（
現
二
年
）
の
吉
田
智
広
の
図
案
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
の
英
語

表
記
の
頭
文
字
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
て
お
り
、

「
Ｔ
」
の
文
字
の
形
は
矢
印
の
形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、

未
来
に
向
う
学
校
と
学
生
た
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、文
字
を
前
後
に
配
置
す
る
こ
と
で
躍
動
感
を
表
し
、

文
字
の
色
（
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
と
ネ
イ
ビ
ー
）
は
情
熱
と

冷
静
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
体
育
大
会
用
に
作
成
し

た
標
旗
を
長
く
校
旗
に
変
わ
る
も
の
と

し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
正
式
な
校

旗
の
制
定
が
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
創

立
二
十
周
年
を
控
え
た
昭
和
五
十
六
年

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
年
、
デ
ザ
イ
ン

の
公
募
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
校
旗

の
作
成
は
創
立
二
十
五
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
に
制
定
さ
れ
た
校
旗
は
、
昭

和
六
十
一
年
六
月
一
日
に
挙
行
さ
れ
た

創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

【
標
旗
・
校
旗
】
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　◉歴代校長

歴代 氏　名 在　職　期　間

1 山崎　貫三 昭和37年4月1日～昭和45年3月31日

2 田　　健一 昭和45年4月1日～昭和53年3月31日

3 大戸敬二郎 昭和53年4月1日～昭和55年4月29日

事務取扱 高橋　　旦 昭和55年4月29日～昭和55年6月10日

4 池田　朔次 昭和55年6月11日～昭和59年2月17日

事務取扱 高橋　　旦 昭和59年2月17日～昭和59年3月31日

5 高橋　　旦 昭和59年4月1日～平成2年3月31日

6 岡本　祥一 平成2年4月1日～平成8年3月31日

7 小川　正二 平成8年4月1日～平成15年3月31日

8 高田　孝次 平成15年4月1日～平成23年3月31日

9 渡邉　和忠 平成23年4月1日～

　◉歴代事務長・事務部長

歴代 氏　名 在　職　期　間

初代事務長 穂苅　忠二 昭和37年4月1日～昭和40年3月31日

初代事務部長 中原　二良 昭和40年4月1日～昭和43年3月31日

2 藤田　　弘 昭和43年4月1日～昭和46年3月31日

3 富田　啓一 昭和46年4月1日～昭和48年3月31日

4 関口　良吉 昭和48年4月1日～昭和50年3月31日

5 清水　　実 昭和50年4月1日～昭和54年3月31日

6 菊池　誠治 昭和54年4月1日～昭和56年3月31日

7 津川　　勇 昭和56年4月1日～昭和59年3月31日

8 河野　伊吉 昭和59年4月1日～昭和62年3月31日

9 野田　牧生 昭和62年4月1日～昭和63年9月30日

10 中村　久夫 昭和63年10月1日～平成3年3月31日

11 笠原　　勉 平成3年4月1日～平成5年3月31日

12 徳岡　弘志 平成5年4月1日～平成7年3月31日

13 佐々木正勝 平成7年4月1日～平成9年3月31日

14 山田　　穣 平成9年4月1日～平成12年3月31日

15 猿橋　春夫 平成12年4月1日～平成14年3月31日

16 芳竹　道夫 平成14年4月1日～平成16年1月31日

17 大山賢之助 平成16年2月1日～平成19年3月31日

18 桐澤　行雄 平成19年4月1日～平成21年3月31日

19 濱口　清武 平成21年4月1日～

初代　山崎　貫三

3代　大戸敬二郎

5代　高橋　　旦

7代　小川　正二

9代　渡邉　和忠

2代　田　　健一

4代　池田　朔次

6代　岡本　祥一

8代　高田　孝次

118

NNCT Date File

［資料編］



　◉歴代総務主事

歴代 氏　名 在　職　期　間
1 小林和久 平成18年4月1日～平成20年3月31日
2 近藤俊美 平成20年4月1日～平成22年3月31日
3 山田隆一 平成22年4月1日～

　◉歴代教務主事

歴代 氏　名 在　職　期　間
1 道脇　義正 昭和37年4月1日～昭和43年3月31日
2 中山　信一 昭和43年4月1日～昭和44年3月31日
3 菅原　寿郎 昭和44年4月1日～昭和48年3月31日
4 大橋　　達 昭和48年4月1日～昭和49年3月31日
5 高橋　　旦 昭和49年4月1日～昭和59年3月31日
6 池守　隆夫 昭和59年4月1日～昭和62年3月31日
7 豊福　英利 昭和62年4月1日～平成元年3月31日
8 室橋　　奨 平成元年4月1日～平成3年3月31日
9 斉藤　　宏 平成3年4月1日～平成7年3月31日
10 中澤　　章 平成7年4月1日～平成10年3月31日
11 廣川　純夫 平成10年4月1日～平成13年3月31日
12 小林　和久 平成13年4月1日～平成16年3月31日
13 塩野　計司 平成16年4月1日～平成18年3月31日
14 粟野　一志 平成18年4月1日～平成20年3月31日
15 山田　隆一 平成20年4月1日～平成22年3月31日
16 山﨑　　誠 平成22年4月1日～

　◉歴代寮務主事

歴代 氏　名 在　職　期　間
1 穂苅　　久 昭和49年4月11日～昭和52年3月31日
2 木嶋　熊一 昭和52年4月1日～昭和55年3月31日
3 家井　　豊 昭和55年4月1日～昭和57年3月31日
4 小林　武郎 昭和57年4月1日～昭和61年3月31日
5 小方　重男 昭和61年4月1日～昭和63年3月31日
6 山井　正己 昭和63年4月1日～平成2年7月15日
7 北村　直樹 平成2年7月16日～平成4年3月31日
8 植木　邦昌 平成4年4月1日～平成6年3月31日
9 中澤　　章 平成6年4月1日～平成7年3月31日
10 佐藤　勝久 平成7年4月1日～平成10年3月31日
11 反町　嘉夫 平成10年4月1日～平成12年3月31日
12 小池　幸雄 平成12年4月1日～平成14年3月31日
13 緒方　和男 平成14年4月1日～平成17年3月31日
14 佐藤　國雄 平成17年4月1日～平成20年8月31日
15 近藤　俊美 平成20年9月1日～平成21年3月31日
16 坂井　俊彦 平成21年4月1日～

　◉歴代専攻科長

歴代 氏　名 在　職　期　間
1 小林　和久 平成12年4月1日～平成13年3月31日
2 近藤　俊美 平成13年4月1日～平成14年3月31日
3 塩野　計司 平成14年4月1日～平成16年3月31日
4 粟野　一志 平成16年4月1日～平成20年3月31日
5 山﨑　　誠 平成20年4月1日～平成22年3月31日
6 吉野　正信 平成22年4月1日～

　◉歴代学生主事

歴代 氏　名 在　職　期　間
1 入沢　藤英 昭和37年4月1日～昭和40年3月31日
2 田中　貞雄 昭和40年4月1日～昭和44年3月31日
3 中山　信一 昭和44年4月1日～昭和46年3月31日
4 橋本　哲雄 昭和46年4月1日～昭和52年3月31日
5 穂苅　　久 昭和52年4月1日～昭和54年3月31日
6 池田　光知 昭和54年4月1日～昭和58年3月31日
7 家井　　豊 昭和58年4月1日～昭和60年3月31日
8 斉藤　俊郎 昭和60年4月1日～昭和62年3月31日
9 細貝　松夫 昭和62年4月1日～平成4年3月31日
10 羽賀　泰男 平成4年4月1日～平成9年3月31日
11 久保田敬三 平成9年4月1日～平成11年3月31日
12 鈴木　雅之 平成11年4月1日～平成13年3月31日
13 岩田　　實 平成13年4月1日～平成15年3月31日
14 近藤　俊美 平成15年4月1日～平成18年3月31日
15 涌田　和芳 平成18年4月1日～平成21年3月31日
16 荒木　信夫 平成21年4月1日～
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【注】昭和41年２月の学生総会で学生会会則の改正が承
認され、役員の任期が「10月１日から９月30日ま
で」から「１月１日から12月31日まで」に改めら
れました。

　◉歴代学生会長

年　　代 氏　名 学科

昭和37年～昭和38年 田辺　新太 機械

昭和38年～昭和39年 安原　　功 機械

昭和39年～昭和40年 塩野　　修 工化

昭和40年～昭和41年 前田　則雄 工化

昭和42年 丸山　　隆 機械

昭和43年 田野　隆夫 機械

昭和44年 田野　隆夫 機械

昭和45年 若井　　勇 電気

昭和46年 早津　博美 機械

昭和47年 田中　茂夫 土木

昭和48年 石黒　敏朗 機械

昭和49年 間宮　孝松 電気

昭和50年 赤塚　正利 工化

昭和51年 梅田　　巌 機械

昭和52年 船越　義房 電気

昭和53年 松尾　一男 工化

昭和54年 今井　睦裕 土木

昭和55年 江川　康夫 土木

昭和56年 陸　　寛光 機械

昭和57年 小林　　朗 工化

昭和58年 寺沢　　淳 工化

昭和59年 斎藤　正俊 機械

昭和60年 羽鳥　　明 機械

昭和61年 野崎　正人 機械

昭和62年 新保　春彦 機械

昭和63年 大倉　勝利 工化

平成元年 関根　祥路 機械

平成２年 笠原　和史 機械

平成３年 岩田　秀樹 機械

平成４年 八木　政行 土木

平成５年 遠藤　雅彦 電気

平成６年 桑原　宏和 機械

平成７年 樋口　　勲 制御

平成８年 大竹　　洋 土木

平成９年 斎藤　　透 制御

年　　代 氏　名 学科

平成10年 樋口　義丈 土木

平成11年 酒井　大介 制御

平成12年 飯塚　拓也 電気

平成13年 三浦　克之 電気

平成14年 坂井　健志 機械

平成15年 伊藤　壱記 環境

平成16年 田村　澄江 制御

平成17年 青木　翔吾 物質

平成18年 岡田　竜弥 電気

平成19年 瀬田　雅文 環境

平成20年 樋口　雄一 環境

平成21年 楠田　　駿 電電

平成22年 近藤　位旨 物質

平成23年 川上　雄太 電電
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【注】昭和48年から暦年制が採用され、任期が１月１日
から12月31日になりました。

　◉歴代高志寮長

年　代 氏　名 学科

昭和38年度 三浦佳夫・竹花庄一 機械・機械

昭和39年度 前田　則雄 工化

昭和40年度 佐藤　秀夫 電気

昭和41年度 鶴巻　幸一 電気

昭和42年度 若林　秀夫 電気

昭和43年度 中川　勝代 電気

昭和44年度 本間　由文 工化

昭和45年度 安立　勝美 電気

昭和46年度 鈴木　　博 工化

昭和47年度 石黒明人・稲川　元 機械・機械

昭和48年 阿部　俊夫 電気

昭和49年 相馬　　稔 土木

昭和50年 佐藤　政弘 工化

昭和51年 松尾　郁夫 電気

昭和52年 近　　隆志 工化

昭和53年 太田　範雄 電気

昭和54年 佐藤　敏郎 電気

昭和55年 長沢　久吉 電気

昭和56年 長谷川憲司 電気

昭和57年 加藤　秀樹 土木

昭和58年 笠原　茂正 機械

昭和59年 藤沢　　博 機械

昭和60年 竹内　春夫 工化

昭和61年 針井　一義 工化

昭和62年 神田　光行 土木

昭和63年 八重沢公司 機械

平成元年 中野　晃一 電気

平成2年 桑原　賢二 機械

平成3年 竹石　哲也 機械

平成4年 遠藤　一則 機械

平成5年 大岩　将司 土木

平成6年 広瀬　昌央 機械

平成7年 渡辺　貴幸 土木

平成8年 多田　陽介 機械

平成9年 宮尾　洋平 機械

平成10年 坂上　　剛 環境

平成11年 樫出　　剛 物質

年　代 氏　名 学科

平成12年 諸橋　勝佑 電気

平成13年 数間　直也 制御

平成14年 薩美　和紀 環境

平成15年 内藤　一真 機械

平成16年 松永　和也 環境

平成17年 韮澤　哲也 機械

平成18年 佐藤　和也 制御

平成19年 高柳　拓哉 環境

平成20年 齋須　孝幸 機械

平成21年 中村　　大 制御

平成22年 安達人志・岡田貴之 制御・電電

平成23年 韮澤　洋平 環境

　◉歴代清花寮長

年　代 氏　名 学科

平成4年 三膳　陽子 工化

平成5年 三膳　陽子 工化

平成6年 高橋実智己 工化

平成7年 寺西美代子 電気

平成8年 原　　綾子 機械

平成9年 和泉　由紀 制御

平成10年 樋口美千枝 環境

平成11年 長岡あかり 物質

平成12年 長岡あかり 物質

平成13年 鈴木友紀子 物質

平成14年 関根　さち 環境

平成15年 渡邉美奈子 制御

平成16年 田邊麻由子 環境

平成17年 渡邉奈緒子 物質

平成18年 田邊由紀子 物質

平成19年 今津　舞・渡部志穂 電電・電電

平成20年 山本　真帆 物質

平成21年 山宮　由理 物質

平成22年 宮井　菜月 物質

平成23年 金子　彩菜 物質
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五
十
周
年
記
念
誌
の
編
集
作
業
は
、
平
成
二
十
年
四
月
、
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
る
と
と
も
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
校
長
（
高
田
孝
次
前
校
長
）
の
意

向
を
踏
ま
え
、「
時
代
に
合
っ
た
」「
親
し
み
や
す
い
」
記
念
誌
を
作
成
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
、
具
体
的
な
構
成
に
つ
い
て
は
、
既
刊
の
校
史
等
の
調
査
を
経
な
が
ら
検
討
を
す
す

め
ま
し
た
。

　

校
史
に
あ
た
る
「
長
岡
高
専
五
十
年
の
歩
み
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
部
門
・
部
署
ご
と

の
歴
史
を
詳
細
に
記
述
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
記
述
が
詳
細
で
あ
る
分
、
全
体

像
が
見
え
づ
ら
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
今
回
は
長
岡
高
専
全
体
の
移
り
変

わ
り
を
時
代
の
変
化
と
対
比
さ
せ
、
大
掴
み
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
編
集
し
ま
し
た
。
時
代

の
大
き
な
転
換
点
の
中
で
未
来
を
見
通
す
場
合
、
詳
細
で
網
羅
的
な
記
述
よ
り
も
、
手
の
ひ

ら
に
載
る
よ
う
な
全
体
像
を
分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
数
多
く
の
写
真
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
地
元
長
岡
の
地
域
史
研
究
の
成
果
を

採
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。
本
校
と
直
接
関
係
の
な
い
方
に
も
地
域
の
歴
史
の

一
部
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
考
え
抜
い
た
結
果
で
は
あ
る
も
の
の
、
校
史
の
類
と
し
て
は
い
さ
さ
か
異
例
の

ス
タ
イ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
の
か
一
抹
の
不
安

が
あ
り
ま
す
が
、
何
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
記
念
誌
が
本
校
の
未
来
へ
の
一
層
の
飛
躍
の
た
め

に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
膨
大
な
写
真
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
穂
苅
久
先
生
（
本
校
名
誉
教

授
）、
長
岡
の
地
域
史
研
究
に
つ
い
て
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
長
谷
川
健
一
先
生
（
本
校
非
常

勤
講
師
）
に
対
し
、
特
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
お
忙
し
い
中
ご
寄
稿
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
各
学
科
の
先
生
方
、
常
に
確
実
な
支
え
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
事
務
職
員
の
方
々
に

対
し
て
も
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会　
　
　

記
念
誌
部
門
長　

田　

中　
　
　

聡

編
集
後
記

高
志
台
の
五
十
年

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
五
十
周
年
記
念
誌

発
行
日 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日

編　

集 

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

 

　
　

五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

発　

行 

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

 

　
　

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

 

　
〒
九
四
〇
ー
八
五
三
二

 

　

新
潟
県
長
岡
市
西
片
貝
町
八
八
八
番
地

 

　

電
話（
〇
二
五
八
）三
二
ー
六
四
三
五（
代
表
）

制　

作 

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

 

　

〒
九
四
〇
ー
二
一
二
七

 

　

新
潟
県
長
岡
市
新
産
四
ー
四
ー
七

 

　

電
話
（
〇
二
五
八
）
四
六
ー
九
三
九
三




